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子どもの急病時の対応や判断についての保護者の考え

自由記述からみた不安・安心・対処行動・社会への要望
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目的 子どもの急病時の保護者の不安軽減のための支援内容を検討することを目的に「子どもの

急病時の対応や判断に関して思うこと・感じること」という質問の自由記述から，不安の内

容を明らかにするとともに，安心や対処行動，社会への要望についても明らかにした。

方法 保育園児の保護者1,373人に，子どもの病気の緊急性や受診の判断について無記名自記式

質問紙調査を行った。その中で全回答者対象に質問した「子どもの急病時の対応や判断につ

いて，日頃感じていること」の自由記述について，Berelson, B. の内容分析を用いて分析を

行った。

結果 1,373件配布し666件の有効回答を得，このうち自由記述への回答431件を対象とした。こ

れらの回答は724記録単位，431文脈単位に分割できた。724記録単位を分類した結果，15サ
ブカテゴリ「病院職員/診療内容」，「診療時間」，「病院種類」，「小児科医」，「かかりつけ医」，

「受診基準・判断」，「とにかく受診」，「冷静」，「漠然とした不安・心配」，「薬・ケア」，「家

族」，「相談」，「情報」，「社会・制度」，「病児保育・保育園」が形成され，さらに 3 カテゴリ

〔医療機関〕，〔保護者〕，〔社会的資源〕が形成された。また，15サブカテゴリの記述は 6 種

類の表現‘安心’，‘不安’，‘対処行動’，‘今後の行動’，‘社会への要望’，‘意見・考え’に

分類された。

サブカテゴリごとに表現分類の記録単位数をみると，‘不安’表現が多かったのは「病院

職員/診療内容」の『病院職員（医師も含む）の対応・判断が悪い』，「受診基準・判断」の

『受診のタイミング・要否がわからない』であった。‘安心’表現としては「診療時間」の

『時間外にも診療・対応してもらえる』が多かった。‘対処行動’表現としては，「受診基準・

判断」の『子どもを観察する』，「とにかく受診」の『早めに受診する』，「病院種類」の『状

況に応じて受診病院を選択している』などが多く記述されていた。また，‘社会への要望’

表現としては，「診療時間」の『診療時間延長に関すること』，「相談」の『相談機関の充実』

などが多かった。

結論 これらの結果から，保護者への不安軽減のための支援として，保護者自身が判断できるよ

うになるための支援，電話相談利用の推進，効果的な広報，が必要であることが明らかにな

った。また，医療関係者の保護者への対応の改善も，不安軽減のためには重要であることが

明らかになった。
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